
令和２年度第２回川越市障害者施策審議会（書面会議資料）【概要版】  
◎議題：川越市障害者支援計画の策定について 
第２回会議では、次期計画原案の作成に関しまして、次の事項について御審

議いただきます。  
次期川越市障害者支援計画（案）と審議事項 

次期川越市障害者支援計画（案） 審議いただきたい事項 
第３章 重点施策 
１ 重点施策の位置づけ 
２ 重点施策の内容 

≪「自立と共生のまち」をめざすための 
４つの重点施策≫  重点施策１：地域共生社会の実現  重点施策２：相談支援ネットワークの整備  重点施策３：地域生活環境の整備  重点施策４：総合的な就労支援の充実 第３章について、次のとおりとしてよろしい

か伺います。 
①『重点施策』について 
重点施策として位置づけた４項目は、現

行計画を踏襲します。 
※文章は変更しています。  

②『対応する主な施策』について  重点施策毎に、おおむね５事業程度を記
載しています。 

第４章 施策の展開 
基本目標１：地域共生社会の実現 
基本目標２：保健・医療サービスの充実 
基本目標３：早期療育及び学習機会の充実 
基本目標４：雇用・就労の促進 
基本目標５：社会参加の拡充 
基本目標６：住みよい福祉のまちづくり 
基本目標７：福祉サービスの充実 

第４章について、次のとおりとしてよろしい

か伺います。 
①『施策数』について  （現行）１８０施策⇒（次期）１７４施策 
【参考：主な新規施策】 
№１２ ：手話を使用しやすい環境の整備 

及び手話による情報の発信 
№３１ ：ひきこもり対策事業の推進 
№１０６：デマンド型交通の推進 
№１３８：空家等の活用の促進 
№１７４：障害福祉サービス等の質の確保 
②『指標の見直し』について  現行計画では、１８０施策の全てに指標が
あります。しかし、行政の責務として行う事

業や数値目標を達成しても将来にわたり継

続していくべき事業もあります。  こうした中で次期計画案については、指標
設定を全般的に見直し、「成果を測る指標」

として掲げることが妥当な施策のみ指標と

して設定しています。  


